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第
３
回
で
紹
介
し
た
よ

う
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
「
経
営
・
事
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
貢

献
度
」
、
「
多
様
な
人
材

の
活
用
度
」
と
い
う
二
つ

の
経
営
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
着

目
し
、
戦
略
的
人
的
資
源

管
理
モ
デ
ル
「
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
モ

デ
ル
」
を
構
築
し
た
。

今
回
は
、
「
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
モ

デ
ル
」
に
よ
っ
て
類
型
化

さ
れ
た
企
業
ご
と
の
人
事

管
理
の
特
性
を
探
る
視
点

と
し
て
、
組
織
の
目
標
達

成
に
向
け
て
社
員
を
統
合

す
る
方
法
、
つ
ま
り
、
社

員
の
ベ
ク
ト
ル
を
ど
の
よ

う
に
合
わ
せ
る
か
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

　
社
員
は
、
何
ら
か
の
思

い
を
も
っ
て
、
業
務
に
取

り
組
み
、
成
果
を
あ
げ
て

組
織
目
標
の
達
成
に
貢
献

す
る
。
仕
事
の
プ
ロ
セ
ス

を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る

と
、
社
員
を
統
合
す
る
要

素
と
し
て
、
仕
事
に
取
り

組
む
価
値
観
、
仕
事
を
遂

行
す
る
う
え
で
の
行
動
、

仕
事
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と

し
て
の
成
果
の
三
つ
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に

対
応
し
た
統
合
の
方
法
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
、

こ
こ
で
は
「
経
営
理
念
・

組
織
文
化
（
Ｖ
ｉｓｉ
ｏ
ｎ
）
」

よ
る
統
合
、
「
業
務
プ
ロ

セ
ス
・
ル
ー
ル
（
Ｂ
ｅ
ｈ
ａ

ｖ
ｉ
ｏ
ｒ
）
」
よ
る
統
合
、

「
成
果
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス

（Ｐ
ｅ
ｒｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）」

に
よ
る
統
合
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。

　
ま
ず
「
経
営
理
念
・
組

織
文
化
」
に
よ
る
統
合
と

は
、
仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
の

イ
ン
プ
ッ
ト
段
階
に
あ
る

価
値
観
で
統
合
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
社
員
は
強
い
経

営
理
念
・
組
織
文
化
を
共

有
す
る
こ
と
で
統
合
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
人
事
部
に

は
経
営
理
念
・
組
織
文
化

に
根
ざ
し
た
行
動
が
求
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
を
社
内
に
浸
透
さ
せ
る

た
め
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

（
社
内
伝
道
師
）
と
し
て

の
役
割
が
強
く
求
め
ら
れ

る
。

　
次
い
で
「
業
務
プ
ロ
セ

ス
・
ル
ー
ル
」
に
よ
る
統

合
と
は
、
個
々
の
社
員
が

行
う
業
務
遂
行
プ
ロ
セ
ス

お
よ
び
業
務
遂
行
の
場
で

社
員
が
と
る
行
動
を
詳
細

な
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
統
制

し
、
そ
れ
を
も
っ
て
統
合

を
図
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
社
員
の
行
動
や
業
務

遂
行
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る

ル
ー
ル
を
緻
密
に
定
め
、

社
員
に
そ
れ
を
順
守
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
た

め
、
人
事
部
へ
の
集
権
化

が
求
め
ら
れ
る
。

　
最
後
に
「
成
果
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
」
に
よ
る
統

合
と
は
、
仕
事
の
最
終
結

果
で
あ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

を
通
し
て
統
合
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
統
合
方
法
を
と
る
場
合

に
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

あ
げ
る
た
め
に
現
場
が
合

理
的
に
行
動
す
る
こ
と
を

前
提
に
す
る
の
で
（
あ
る

い
は
、
行
動
す
る
こ
と
を

求
め
る
の
で
）
、
現
場
に

任
せ
る
人
事
管
理
が
行
わ

れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
三
つ

の
統
合
方
法
が
考
え
ら
れ

る
が
、実
際
の
企
業
で
は
、

こ
れ
ら
三
つ
の
方
法
の
組

み
合
せ
に
よ
り
社
員
を
統

合
し
、
人
事
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
第
２
回
で

説
明
し
た
よ
う
に
、
日
本

企
業
の
伝
統
的
な
人
事
管

理
は
、
「
基
幹
的
な
社
員

は
新
卒
採
用
の
日
本
人
男

性
」
と
い
っ
た
単
一
的
な

集
団
を
前
提
に
、
社
員
の

間
で
組
織
文
化
が
暗
黙
の

う
ち
に
共
有
さ
れ
、
ま
た

人
事
部
は
、
大
枠
を
な
す

公
式
ル
ー
ル
に
加
え
大
量

の
内
規
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
社
員
の
行
動
を
統

制
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
る
と
、
伝
統

的
な
日
本
企
業
は
、
三
つ

の
要
素
の
う
ち
「
経
営
理

念
・
組
織
文
化
」
と
「
業

務
プ
ロ
セ
ス
・
ル
ー
ル
」

を
重
視
し
て
社
員
を
統
合

す
る
方
法
を
と
っ
て
き
た

と
言
え
よ
う
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
の
う

ち
の
ど
れ
を
ど

の
程
度
（
具
体

的
に
は
、
Ｈ
ｉ
ｇ

ｈ
か
Ｌ
ｏ
ｗ
か
）
重
視
す

る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
統

合
方
法
を
、
「
Ｖ
Ｂ
Ｐ
ス

タ
イ
ル
」
と
呼
ぶ
こ
と
と

し
た
。
例
え
ば
、
上
記
の

日
本
の
伝
統
的
な
統
合
方

法
は
、
「
経
営
理
念
・
組

織
文
化
」
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
、
「
業

務
プ
ロ
セ
ス
・
ル
ー
ル
」

Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
、
「
成
果
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
」
Ｌ
ｏ
ｗ
の

組
み
合
わ
せ
の
「
Ｖ
Ｂ
Ｐ

ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
企
業
が
と
る
べ
き
「
Ｖ

Ｂ
Ｐ
ス
タ
イ
ル
」
は
、
企

業
が
直
面
し
て
い
る
「
経

営
・
事
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
貢
献
度
」
「
多
様

な
人
材
の
活
用
度
」
と
い

う
二
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

応
じ
て
、
異
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
次
回
は
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
産
労
総
合

研
究
所
が
共
同
で
実
施
し

た
調
査
に
基
づ
き
、
「
Ｉ

ｎ
―
Ｄ
ｉ
モ
デ
ル
」
に
よ
る

企
業
タ
イ
プ
と
「
Ｖ
Ｂ
Ｐ

ス
タ
イ
ル
」
と
の
関
連
を

紹
介
す
る
。

（
Ｊ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
「
人
事
の

役
割
」
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）


